
　

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、

必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
の
が
「
民

生
委
員
・
児
童
委
員
」
で
す
。

　

栗
山
町
で
は
、
38
人
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
２
人
の
主
任
児
童
委
員
が

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
て
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
民
生
委
員
」
は
、
社
会
福
祉
の
増

進
の
た
め
に
、
地
域
住
民
の
立
場
か
ら

生
活
や
福
祉
全
般
に
関
す
る
相
談
・
援

助
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
地

域
社
会
の
つ
な
が
り
が
薄
く
な
っ
て
い

る
今
日
、
子
育
て
や
介
護
の
悩
み
を
抱

え
る
人
や
、
障
が
い
の
あ
る
方
・
高
齢

者
な
ど
が
孤
立
し
、
必
要
な
支
援
を
受

け
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
と
な
り
、

支
援
を
必
要
と
す
る
住
民
と
行
政
や
専

門
機
関
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
を
務
め
て

い
ま
す
。

「支え合う 住みよい社会 地域から」

民生委員・児童委員 主任児童委員

活動内容
・自分の住んでいる周辺の区域を担当
・担当地域の相談・支援、見守りなどを実施

・町内全区域を担当
・子育て家庭の相談、児童福祉関係機関へとの連携

活動事例

・家庭訪問や地域での情報収集による世帯状況の
把握
・除雪サービスなどの情報提供
・安否の確認、訪問による相談や助言

・町、子育て支援施設と連携し、子育て家庭をサ
ポート
・学校や児童相談所との連携による児童支援活動

栗山町民生委員・児童委員協議会

ご
存
知
で
す
か
？

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

　
　
　
身
近
な
地
域
の
相
談
役
で
す

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？

わ
た
し
た
ち
は
こ
ん
な

部
会
活
動
を
し
て
い
ま
す

◆
包
丁
と
ぎ
奉
仕
活
動

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会
）

◆
ふ
れ
あ
い
菜
園
づ
く
り

（
在
宅
支
援
部
会
）

◆
児
童
公
園
等
遊
具
点
検

（
児
童
部
会
）

◆
生
活
福
祉
資
金
の
活
用
啓
発

（
生
活
向
上
部
会
）

◆
広
報
紙
の
発
行	

（
広
報
部
会
）

◆
問
い
合
わ
せ

栗
山
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

事
務
局　
福
祉
課
福
祉・子
育
て
Ｇ

☎
７
３
‐
２
２
２
２

　

心
配
ご
と
や
不
安
と
い
っ
た
困
っ
た

こ
と
が
あ
る
と
き
は
、
お
住
ま
い
の
地

域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児

童
委
員
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童

委
員
に
は
守
秘
義
務
が
あ
り
、
相
談
し

た
方
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主

任
児
童
委
員
に

つ
い
て
知
り
た

い
場
合
は
、
事

務
局
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

出典：政府広報オンライン「ご存知ですか？地域の身近な相談相手『民生委員・児童委員』」を一部加工して作成
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越
えち
前
ぜん
谷
や
　彩
あや
花
か
さん（栗山高校３年）

高校で書道の才能が開花

　

学
び
隊
ｖ
ｏ
ｌ
・
54
（
本
紙
令

和
６
年
11
月
号
）
で
、
栗
山
高
校

書
道
部
の
活
動
を
紹
介
し
た
際
、

取
材
に
応
じ
て
く
れ
た
越
前
谷
彩

花
さ
ん
が
、
今
年
７
月
、
香
川
県

で
開
催
さ
れ
た
、
第
49
回
全
国
高

等
学
校
総
合
文
化
祭
に
参
加
し
ま

し
た
。

作
品
を
仕
上
げ
る
苦
労

　
「
ど
ん
な
言
葉
を
書
く
か
、
い

く
つ
か
考
え
た
候
補
の
中
か
ら
、

『
國
蝶
が
舞
ふ
燈
籠
を
想
ひ
け

り
』
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
私

が
生
ま
れ
育
っ
た
栗
山
町
の
シ
ン

ボ
ル
、
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
と
、
神
社

の
燈
籠
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
で

す
。
言
葉
を
決
め
て
か
ら
提
出
期

限
ま
で
、
残
り
３
カ
月
ほ
ど
。
文

字
の
手
本
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
、
と
に
か
く
自
分
で
納
得
い

く
ま
で
書
き
ま
し
た
。
出
し
た
い

線
が
う
ま
く
出
せ
な
い
時
や
、
気

分
が
乗
ら
な
い
日
も
あ
り
苦
労
し

ま
し
た
が
、
調
子
よ
く
思
い
通
り

に
書
け
た
と
き
は
楽
し
か
っ
た
で

す
」と
越
前
谷
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

集
中
力
が
大
切

　

全
国
大
会
に
出
品
す
る
作
品
は

長
さ
１
８
０
㎝
も
あ
る
大
き
な
画

仙
紙
を
使
う
た
め
、
自
宅
で
書
く

こ
と
が
難
し
く
、
提
出
期
限
間
近

に
は
、
遅
く
ま
で
学
校
に
残
る
こ

と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
出
品
に

向
け
た
練
習
に
は
高
価
な
紙
を
使

用
す
る
た
め
、
無
駄
に
し
な
い
よ

う
か
な
り
の
集
中
力
が
必
要
だ
と

言
い
ま
す
。
越
前
谷
さ
ん
は
大
会

用
に
１
０
０
枚
ほ
ど
書
い
た
そ
う

で
す
。
書
道
は
白
と
黒
だ
け
の
世

界
な
の
で
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
と
紙

の
余
白
も
美
し
さ
に
影
響
し
ま
す
。

書
道
の
経
験
を
今
後
に
活
か
す

　

越
前
谷
さ
ん
を
指
導
し
た
、
書

道
部
顧
問
の
今こ
ん

渉わ
た
る先
生
は
、「
高
校

１
年
生
の
後
半
か
ら
書
道
を
始

め
、
半
年
ほ
ど
で
全
国
大
会
に
選

ば
れ
る
作
品
を
書
く
こ
と
は
容
易

な
こ
と
で
は
な
い
の
で
、
か
な
り

頑
張
っ
た
と
思
い
ま
す
。
全
国
大

会
で
は
入
賞
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
８
月
末
に
開
催
さ
れ
た
北
海

道
高
等
学
校
文
化
連
盟
空
知
支
部

書
道
展
・
研
究
大
会
へ
出
品
し
た

作
品
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
10

月
に
は
全
道
大
会
に
出
場
す
る
実

力
者
で
す
」
と
、
話
し
ま
す
。

　
「
高
校
で
書
道
に
出
合
っ
て
、

全
国
大
会
に
出
場
し
、
全
国
の
高

校
生
と
交
流
が
で
き
た
の
は
、
と

て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
」

と
話
す
越
前
谷
さ
ん
。
こ
れ
か
ら

進
学
し
、
社
会
人
に
な
っ
て
も
い

ろ
い
ろ
な
場
面
で
、
書
道
の
経
験

が
生
か
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

広報くりやま　2025. 10 2025. 10　広報くりやま1515 1414


